






要約:DSM-Ⅲ-R の注意欠陥多動障害(ADHD)の診断基準項目を設問化したアンケート(28 点

満点)を作成して ADHD のスクリーニングを行なった。コントロール群(静岡市某幼稚園園

児と静岡赤十字病院小児科一般外来受診例で3歳以上 13歳未満の男239例女 192例計431

例)の平均得点は男児8.9±4.4 点、女児 7.6±4.2 点、全体では 8.3±4.4 点であった。高

得点者の比率は 17 点以上 14 例 3.2%、16 点以上 21 例 4.9%、15 点以上 32 例 7.4%、14 点

以上 53 例 12.3%で 17 点は平均値+2.OSD、15 点が+1.5SD に相当していた。神経外来受診

群(443 例)のうち ADHD または ADHD の既往ありと診断し得たのは 18 点以上の 19 例では全

例、17 点では 3例中 2例、16点では 5例中 2例、15点では 12 例中 2例であったが high risk

例を抽出するというスクリーニングの目的を考慮すると Cut off 得点は 15 点とするのが

妥当と思われた。今回のアンケートは Werry-Weiss-Peters 活動性尺度や Conners 簡易行

動評定尺度と同等の識別力を有し日常診療場面での ADHD 児スクリーニングとして簡便か

つ有用な手段の一つとなり得ると思われる。


